　　　大多喜町発注工事の入札における工事費内訳書取扱要領
　（趣旨）

第１条　この要領は、大多喜町が発注する建設工事の入札において、入札参加者から提出された工事費内訳書の取扱いに関し、必要な事項を定めるものとする。

　（工事費内訳書の要件）

第２条　工事費内訳書は、別記様式によるものとする。ただし、入札参加者が作成した独自の様式を用いることを妨げない。
２　工事費内訳書は、次の各号に定める事項を備えていることを要する。ただし、これによりがたい場合は、任意項目によることができるものとし、記載する項目を入札公告又は指名通知書において示すものとする。

　⑴　入札参加者名、工事名及び工事場所
　⑵　工事費の内訳となる記載を要する項目は、次の表のとおりとする。なお、記載を要する項目に加え、さらに項目の詳細を記載することは差し支えないものとする。

	工事種別
	記載を要する項目

	建築・設備関連工事
	種目別内訳及び科目別内訳まで

	その他の工事
	内訳工種（新土木工事積算大系の工事工種体系における工種）まで


　（工事費内訳書の提出）
第３条　工事費内訳書は、入札書と併せて提出させるものとする。
　（工事費内訳書の審査）
第４条　工事費内訳書の審査については、次の各号に掲げるとおりとする。

　⑴　工事費内訳書の審査の対象は、落札候補者とする。ただし、落札候補者が次順位者以降に移行した場合は、次順位者以降の者とする。

　⑵　審査は開札後、落札決定までに行う。

　⑶　くじ引により落札者の決定を行う場合は、くじ引後の対象者の工事費内訳書を審査する。
　⑷　審査の結果、その者の入札書が無効となった場合には再度くじ引により対象者の決定を行い、該当者の工事費内訳書の内容を審査する。

　（重大な不備）

第５条　次の各号に該当する場合は、重大な不備があるものとして取り扱うものとする。

　⑴　工事費内訳書の提出がない場合
　⑵　工事費内訳書とは無関係な書類である場合

　⑶　工事費内訳書に入札参加者、工事名又は工事場所の記載がない場合（電子入札システムにより工事費内訳書が提出される場合を除く。）

　⑷　工事費内訳書に押印が欠けている場合（電子入札システムにより工事費内訳書が提出される場合を除く。）
　⑸　工事費内訳書に記載された内容から、明らかに他の工事の工事費内訳書であると発注者が判断した場合
　⑹　工事費内訳書に直接工事費、共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等のそれぞれの金額とその合計額（工事価格）の記載がない場合
（直接工事費、共通仮設費及び一般管理費等と同等な項目がある場合を除く。）
　⑺　直接工事費、共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等の合計額と工事価格とが異なる場合
　⑻　工事費内訳書の工事価格と入札額が異なる場合

　　　附　則

　この要領は、平成２７年６月１日から施行する。

別記様式（第２条関係）
　大多喜町長　　　　　　　　　様

住所　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　　㊞　
代理人氏名　　　　　　　　　　　　㊞　

工事費内訳書
　工事名
　工事場所
	工種等
	金額
	摘要

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　※内訳については、原則として、閲覧用又は配布用設計図書等の各項目に金額を明記すること。
　※記載する各項目については、次のとおりとする。

建築・設備関連工事・・・種目別内訳及び科目別内訳まで

その他工事・・・・・・・内訳工種（新土木工事積算大系の工事工種体系における工種）まで

　※行が不足する場合は、適宜、別葉とすること。

　※必要な事項が記載されていれば、本様式以外の独自様式も可とする。

　※代理人氏名での提出は、入札委任をしている者に限る。

　※電子入札システムでの提出時は押印不要。

